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会長挨拶 

 

市川 洋和 会長 

本日は皆様に少し変わった言葉をご紹介します。そ

れは「乞食酒を飲むな」という言葉です。初めて聞かれた

方もいらっしゃるかもしれません。 

「乞食酒」と聞くとお酒をたかることと思い浮かべる人も

多いと思います。もちろんそういう意味もありますが、実

はこの言葉にはもっと深い教えがあります。それは普段

人前ではへりくだっている人がお金を払うときになると威

張る人を戒める言葉として使われます。つまり「お客様だ

から偉い」という考え方を戒める言葉なのです。 

皆様も一度は見たことがあると思いますが、飲食店で

店員さんに怒鳴る人、ホテルで横柄な態度をとる人等

「お金を払っているんだから」と言わんばかりの態度です。

しかし本当に立派な方は違います。 

ある老舗旅館の女将さんがこんな話をしていました。

「一流のお客様ほど『ありがとう』と言って帰られます」。私

はこの言葉を聞いた時から、些細なことでも『ありがとう』

と伝えるようにしました。人は立場が上になった時こそ、

その人の本当の人格が現れるのではないかと思います。
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お酒の席でもそうです。昔から「酒は人を変えるのではな

い。酒はその人の本性を映す鏡である」と言われてます。 

お酒の席では、その人の本当の姿が見えてきます。

店員さんへの態度、後輩への接し方、家族への言葉遣

い。そこにその人の品格が出てしまいます。だからこそ

「乞食酒を飲むな」とは「お酒の席でも人格を失うな」とい

う教えでもあります。私はこの教えはロータリーの精神そ

のものだと思っております。 

ロータリーには「超我の奉仕」という理念があります。自

分よりも相手を思いやる、相手を敬う、そして感謝する。

これは例会の時だけではありません。家庭でも、職場で

も、地域でも、そしてお酒の席でもです。私たちが店員さ

んに感謝の気持ちを伝えればその場の空気が良くなりま

す。仲間への思いやりは友情を深めます。家庭でも感謝

を伝えれば家族が笑顔になります。この小さな行動です

が、その積み重ねが周りを幸せにします。 

私は最近、こう思うようになりました。人の価値は、偉い

人への接し方ではなく、自分より立場の弱い人への接し

方で決まるのではないでしょうか。店員さんとか会社の従

業員とか後輩・家族への態度こそがその人の品格では

ないでしょうか。 

最後に皆様へ。「乞食酒を飲むな」とはお酒の飲み方

だけを教えてるわけではありません。この短い言葉は人

としての生き方を教えてくれてます。お金を払う立場にな

った時ほど謙虚であること。相手を敬うこと。感謝を忘れ

ないこと。私もこの一年間、謙虚な姿勢を忘れずに皆様

と共にロータリー活動を行っていきたいと思います。 

 

幹事報告 

 
酒井 新樹 幹事 

（地区・地域より） 

・地区大会記念ポリオ根絶チャリティーゴルフコンペのご

案内が届いています。日時：令和 8 年 10 月 5 日(月

曜日)、場所：プレステージカントリークラブ 東・西コー

スで開催されます。 

・2027-28年度 青少年交換プログラム派遣学生募集要

項の案内がきております。 

・今年度よりガバナー月信がデジタル配信となります。地

区のホームページより閲覧お願いします。 

・越谷RC・越谷南RC・越谷東RCより例会プログラムが

来ております。 

 

（クラブより） 

・美香さんに上期の謝礼をお支払いしました。 

・50 周年会員イラストを大濱会員・櫻井会員のご厚意で

作成しました。 

 

3分間ロータリー情報 

 

小林 光則 会員 

「ガバナー会について」 

7 月 1 日（水）に大阪で開催されたガバナー会につい

て 3分間ロータリー情報として報告いたします。 

まずガバナー会とは、現職ガバナーとパストガバナー

を会員とする非公式な会でありますが、事務局は港区芝

にあり、各地区が会費を払っています。ガバナー会議長

が統括する正式な決定権はないが、RI 理事選出など大

きな影響力があります。 

会議として、毎年 7 月 1 日と決まっているガバナー会

にはノミニー、エレクトも招集されます。 

ちなみに今回のガバナー会の次第は、 
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① 退任ガバナーの挨拶 

② RI理事（水野 功理事）の退任挨拶 

③ 新任ガバナーの挨拶 

④ 新任 RI理事挨拶 

中谷研一（足利東）、四宮孝郎（大阪西南） 

⑤ TRF管理委員挨拶 

ロータリー財団の最高意思決定機関 

⑥ 各種の報告および挨拶 

財団、米山、ほか各種会議の開催予定 

ガバナー会は各地区の諮問委員会のようなイメージ

であり、言ってみれば現職ガバナーの諮問委員会と言っ

てもいいのかと思います。 

 

●RI理事の選出方法 

日本には三つのゾーンがあり、1A と 2,3ゾーンです。

RI理事の任期は 2年間で 2年ごとに 1Aゾーンからは

1名、2,3ゾーンからは 2名が選出されます。今年度は

2,3ゾーンなので 2名選出されました。 

本来各ゾーンからの推薦があり、指名委員会で決定さ

れますが、実質的にガバナー会の推薦がないと決定し

ません。 

 

お客様挨拶 

 

RI2770地区 第 8G ガバナー補佐 会田 皓章 様 

皆さん、こんにちは。2026-27年度国際ロータリー第

2770地区第 8グループのガバナー補佐を仰せつかり

ました、越谷東ロータリークラブ所属の会田とガバナー

補佐幹事の北林でございます。どうかよろしくお願い致し

ます。 

二人で表敬訪問ということで、北クラブさんの方にお

邪魔させて頂きました。そして最初に目に入ったのは笹

の葉さらさらということで、七夕なのだなと思いました。同

時に例会場に季節感があって、何十年か振りに歌を歌

わせていただきまして、気持ちが若返った思いでした。 

まずもって、前任者であります直前の大熊ガバナー補

佐、本当にお疲れ様でございました。大熊さんは、本当

に行動力と突破力があるので、私もあそこまで行けるか

なと不安なのですが、少しでも近づけるように頑張ってい

ければと考えております。例会前に見た大熊さんの表情

は憑き物が取れたようにスッキリした顔をしておりました

ので、1年後には私も辿り着ければいいなと思った次第

でございます。それから関直前会長、新沼直前幹事、前

年度は本当にお疲れ様でございました。それから本年

度市川会長、酒井幹事年度、素晴らしいスタートを切れ

たと思いますので、改めてお祝いを申し上げます。 

さて、北クラブさんと言いますと、前年度、自分がガバ

ナー補佐エレクトということで、1年間どういう活動をして

いるかを見させて頂いていました。素晴らしいイラストが

あるように先だっての 50周年式典、大変感動致しまし

た。それから今日偶々なのですが、高校野球の埼玉県

大会の開会式が行われていまして、叡明高校が優勝旗

の返還を行っています。もう一年経ったのかなと感じて

おりますが、北クラブさんのまもなく開幕するジュニア甲

子園大会をはじめとする青少年育成に対する取り組み

や記念事業等、友好クラブへ積極的に取り組んでいる

姿を見ると、他と比べましても誇れるクラブなんじゃない

かなと私自身が感じております。 

ガバナー補佐の会議に出ても、この第 8グループは

どこのクラブも活発に活動していることがわかります。特

に北クラブさんは今申し上げたように全ての面において

色々な活動をされておりますので、地区を引っ張ってい

るクラブではないかなと心から思っており、それを誇りに

一年間グループを上手くつなげて、地区との橋渡しがで

きればいいかなと考えております。 

加えて、次年度も小林光則ガバナーエレクト、大濱地

区幹事が、次年度の地区を引っ張っていくわけですが、

またその局面では北クラブさんが色々なところで全面に

でて、地区を引っ張っていくのかなと思います。本当にま
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すます地区の中心となり、ここから発信して、我々も共に

引っ張っていければいいなと心から思っております。 

自分にどこまでできるかわかりませんが、グループをま

とめて、今年 1年間楽しくロータリークラブをできること

と、次年度は北クラブさん、小林光則ガバナーエレクト含

め、地区をリードして頂けるということをご祈念申し上げま

して、簡単ですけれどもガバナー補佐としてのご挨拶と

させて頂きます。一年間よろしくお願い致します。 

 

 

同 ガバナー補佐幹事 北林 隆一 様 

皆様こんにちは。越谷東ロータリークラブ所属のガバ

ナー補佐幹事を務めさせて頂きます北林隆一と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

北クラブさん、私の印象では多くの素晴らしい行事を

毎年こなしているという事と、国際交流もこの間の 50周

年式典において新しく台湾の友好クラブと締結したりな

ど活発に活動されています。東クラブの立場ではないで

すけれども見習うところが多いと常々思っております。 

今年一年間、会田ガバナー補佐を支えながら、去年

の近藤幹事を見習って一年間皆様と一緒に行動させて

頂きたいと思います。色々教えて頂きまして、私の糧にも

させて頂きたいと思います。それでは一年間どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

委員会報告 

地区副幹事 大濱 裕広 

地区からの連絡です。来年のガバナーナイト、場所は

スペインのバルセロナで開催されることに決定いたしまし

た。日時は 6月 26日が地区ナイト、6月 27日がロータ

リーの国際大会の開会式となります。当クラブはホストク

ラブで、準備等々ご協力を皆様に頂かなければ成功で

きません。是非多くの皆様に出席頂きまして、なんとか盛

り上げて頂けますようによろしくお願い申し上げます。 

 

国際奉仕委員会 渡辺 裕介 委員 

2027年 6月より世界大会が行われます。地区ナイト

に置かれまして、ホストクラブということで重要な位置づけ

になっております。まずもって参加・不参加のアンケート

をグループラインそして Faxにてご案内致します。多く

のご参加お待ちしておりますので、是非よろしくお願いし

ます。 

 

会員卓話 

 

鈴木 英男 会員 

『我が職業の生立ち』 

関森プログラム委員長から、「我が職業の生い立ち」と

言うテーマで卓話の依頼がありました。 

私はこの話をするには、ポラスグループの創業者で他

界された中内俊三社長との出会いからお話をさせて頂く

ことになります。  

私は金融機関に 20年余り、ポラスグループに 30年

余り勤めさせて頂きましたが、現在はポラスグループを

退任し、OB会の会長として会社に寄与しております。 

私が金融機関を退職し中央住宅に移ったのは、中内

俊三社長との出会いがあったからです。社長との出会い

がなかったら、恐らく私は金融機関で 60歳定年を迎え

ていたと思います。 

中内社長は、平成 11年 1月に「くも膜下出血」で倒

れ療養を続けていましたが、平成 17年 6月 10日に

67歳で他界されました。 
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私が中内社長に初めて出会ったのは、昭和 42年

（1967年）、私が埼玉

縣信用金庫の草加支

店で、融資係を担当し

ている時でした。ある

時、私の融資カウンタ

ーの前に小太りの方

が座ったのです。私は、その人を見てびっくりしました。

と言うのは、良くバナナの叩き売りをやっているのを見掛

ける人だったからです。この人が、後に中央住宅の代表

取締役になり、そしてポラスグループの代表になられた

中内俊三社長だったのです。 

この当時、中内社長は四国徳島からボストンバッグ一

つを持って単身上京し、バナナの叩き売りをやっていま

した。私が一日の仕事を終え、同僚とちょっとお酒を飲

んで帰ることがありました。最寄りの「大袋」駅を夜の 10

時、11時頃に降りますと、駅の傍らで古い小さな車の荷

台に乗り、捻りハチマキをして、大きな声を出し、一生懸

命にバナナを売っている人を良く見掛けました。私は、

『こんなに夜遅くまで、随分仕事熱心な人だなあ』と思

い、何時も見ていました。 

私もバナナを買った事があります。買ったバナナは綺

麗な包装紙に包むのではなく、新聞紙にくるくるっと巻い

て「どうも有り難う」と言う感じでした。この人が、私の融資

カウンターの前に座ったのです。坊主頭で半ズボンをは

き、雪駄を履いていました。「バナナ屋さんでしょ、良く見

掛けますよ」と言いますと、先方もビックリしていました。 

話を聞いて見ますと「不動産業を始めるについて、どう

しても 40万円の資金が必要なので貸して欲しい。」と言

うのです。私どもの金融機関とは取引もありませんし、担

保などもありません。本来なら到底、融資の相談に乗れ

る話ではありません。でも、私は夜遅くまで、一生懸命に

バナナを売っている姿を何度も見ておりました。あんなに

夜遅くまで一生懸命に商売をしているのだから、この人

であれば融資をしても返済は間違いないだろうと思い、

上司、支店長に事情を説明し、「何とか融資をしてやっ

て欲しい」とお願いをしました。しかし、そんな簡単に融

資の OKが出る筈がありません。でも、私は夜遅くまで

一生懸命にバナナを売っている様子、仕事への情熱に

ついて真剣にお話をし、繰り返し融資のお願いをしまし

た。 

当初、首を振っていた上司、支店長も、「鈴木さんが

そこまで言うのであれば・・・・・」と言う事で、奥様を連帯

保証人にして 40万円の融資をすることになったので

す。当時の 40万円、今の金額に直しますと、400万円

から 500万円位になるかと思います。因みに、この当時

の初任給は 2万円位であったと記憶しております。 

私も、夜遅くまで一生懸命にバナナを売っている姿を

見ていなければ、融資はお断りしていたと思います。私

は、このようにして 40万円を融資したものの、果たして

返済して貰えるだろうかと、内心、心配でたまりませんで

した。でも、中内社長は「鈴木さん、今日はお金が 2万

円貯まったから返済するよ、今日は 3万円貯まったから

返済するよ」と言って、返済に見えるのです。私は嬉しか

ったです。この 40万円をどの位の期間で融資したのか

は、私も憶えておりませんが、全額期日前に返済になっ

た事は確かです。 

私は、この 40万円を融資して、暫くして中内社長から

初めて聞かされました。『鈴木さんが担当して 40万円融

資してくれた時、実はその前に草加市内の金融機関を５

カ所程廻ったのだけど全部断られてしまったのだ』そうで

す。そして、最後に行ったのが埼玉縣信用金庫で、あの

時 40万円融資してもらった時は嬉しくて涙が出てしま

い、家に帰って奥さんと一緒に喜んだそうです。これで、

「この地で不動産業をやっていけると言う自信が持てた

んだ」と言っておりました。 

そして、中内社長は、「あの時 40万円融資して貰え

なかったら、自分はもう不動産業を諦め、四国に帰って

農業や果樹園を遣るつもりだった。」と言う事を初めて聞

かされました。中内社長は、40万円の融資を受けてい

なかったら、本当に四国に帰っていたかも知れません。

そうしますと、この地に中央住宅と言う会社、そしてポラス

グループは存在していなかったかも知れません。 

また、毎年 8月に行なわれている「南越谷阿波踊り」

も、開催されていなかったかも知れません。でも、中内社

長のことですから、仮に四国に帰っていたとしても、私は
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不動産以外の他の分野で成功していたと思います。 

中内社長は、徳島県立板野高校の農業科を卒業して

おります。大学も出ておりません。ただ、高校の時には生

徒会長をやるなど、成績はかなり優秀であったようです。

大学に行きたいと言う希望もありましたが、家庭の事情で

大学への進学は断念したのです 

この当時、中内社長は古い狭いアパートに奥さんと子

供たちで住んでいました。そして、自分の住まいを持つ

事を目標にしていました。そんな時、｢東武線の新田駅

の東口に購入した狭い土地に二階建ての建物を建てた

いので、今度は「70万円融資して欲しい。｣と言う依頼が

ありました。私は、前に融資した 40万円がキチンと返済

されていましたので、何ら問題なく埼玉縣信用金庫が窓

口になって住宅金融公庫から 70万円の融資をさせて

頂きました。土地は 20坪足らずの狭い所に 2階建の建

物を建て、1階を事務所、2階を住まいとして使うように

なりました。そして、後にここが中央住宅発祥の地になり

ます。 

中内社長は、昭和 44年（1969年）7月に資本金 10

万円で『有限会社中央住宅社』と言う会社を設立し、代

表取締役になられたのです。中内社長が 31歳の時で

した。 

ポラスグループは今年で創業 57年になりますが、こ

の『有限会社中央住宅社』と言う会社が出来た時から 57

年になります。この『中央住宅社』の中央と言う名前は、

「常に住宅産業界の中央に位置したい、そして住宅産業

界で燦然と輝く北極星のようになりたい」と言う中内社長

の思いがあって「中央」と言う名前が付けられたのです。 

このようにして、埼玉縣信用金庫と中央住宅の取引

は、徐々に拡大していきました。 

そして、私は、昭和 49年（1974年）4月に草加支店

から大宮支店に転勤になりました。私が大宮支店に転勤

になると同時に、中内社長から「鈴木さん、中央住宅に

来てくれないか、管理部門が弱くて困っているんだ。」と

言う話が出てきました。私は金融機関を辞める理由は何

もなかったので、断り続けてきましたが、最後は中内社長

の熱意に負け、埼玉縣信用金庫を退職し中央住宅に移

りました。  昭和 58年（1983年）6月、私が 45歳の時

でした。私はこのように埼玉縣信用金庫を退職し中央住

宅に移り随分戸惑いもあり苦労もありましたが、中央住

宅、そしてポラスグループに 30年余り勤める事が出来

たことに対し感謝しています。 

私は中内社長が「くも膜下出血」で倒れられた後、病

院・自宅に何度も訪問させて頂きました。その度に、歩く

ことも出来ず、口を聞くことも出来ないで、ただベッドに

横たわっている社長の姿を見て、涙が止まりませんでし

た。 四国からボストンバッグ一つを持って上京し、バナ

ナの叩き売りをやりながら会社を創り、当時のグループ

の売上高 1,000億円にまでした社長が何故倒れ、社長

一人が苦しまなければならないのかと思った時、私は涙

で社長の顔を見ることが出来ませんでした。 

そして、社長の看病で一番大変だったのは、奥様であ

ったと思います。私は奥様の言葉にも心を打たれまし

た。奥様は「主人が元気な頃は、毎日毎日が仕事で忙し

く帰りも遅く、一緒に夕飯を摂ることは殆どなかったので

すよ。又、二人で落ち着いて会話をする時間もありませ

んでした。でも私は、今は毎日こうして主人の傍にいて

看病が出来、今が一番幸せなんです。」と、おっしゃるの

です。私は、奥様のこの暖かい言葉に心を打たれました

し、社長もどんなにか気持ちが休まったことかと思いま

す。 

社長が亡くなられた後の「お別れ会」が、越谷コミュニ

ティセンターの大ホールで二回と、東京のホテルニュー

オータニで行われました。社長のお知り合いの方、取引

業者さん、会社の幹部社員を含め 5,000人もの方が参

列して下さり、中内社長の人脈の広さが伺えました。奥

様のご意向もあって、お香典、供花は一切辞退されての

「お別れ会」でした。私は、涙をこらえ弔辞を読ませて頂

きました。 

ポラスグループは、1991年 7月に中央住宅グループ

からポラスグープに組織変更をしております。ポラスはラ

テン語で北極星を意味します。 

今年 241人の新入社員が入社され、現在、社員数は

パート・派遣社員を含め 5,000人、2025年度のグルー

プの売上高 3,000億円、経常利益は 205億円になっ

ています。 
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また、プレカット工場についてですが、以前に越谷北

RCで職場見学の一環として茨城県の坂東市にある工

場を見学したことがありますが、他に滋賀県に滋賀工

場、静岡県に富士工場、宮城県に東北工場、北九州に

佐賀工場、そして名古屋工場を持ち、生産高は業界第

一位になっています。 

次に、話を変えて「南越谷阿波踊り」について少しお

話をさせて頂きます。現在、関森さんが「南越谷阿波踊

り」の実行委員長をされています。 

「南越谷阿波踊り」は、昨年は 39回目を迎え 8月 22

日が前夜祭、23日と 24日が本番で開催されました。昨

年は天候にも恵まれ、踊りに参加した連が 71連、踊り手

が 6,000人、観客は延 65万人と報道されています。今

年は 40回目の節目の年になりますので、一層盛大に

開催されるものと思います。 

阿波踊りと言えば、社長

の出身地、徳島が本場で

す。何時も建築工事で迷惑

を掛けている地域の皆さん

に、少しでも恩返しをしたい

と言う中内社長の思いがあ

って南越谷で開催されるよ

うになりました。 

当初は観客も少なく運営も大変でした。流し踊りの会

場も「新越谷」駅の東口だけでしたが、今は西口にまで

広がり 4つの会場が流し踊りの演舞場として、道路の両

側は観客で埋めつくされています。また、越谷コミュニテ

ィセンターの大ホールと小ホールでは、舞台踊りが開催

され、通路まで観客で一杯になり、毎年会場係の方は苦

労をされています。今や阿波踊りは全国各地で開催され

ていますが、一番が徳島の阿波踊り、二番が東京の高

円寺、そして三番目が南越谷の阿波踊りで、この三つを

日本三大阿波踊りとまで言われるようになりました。 

また、平成 25年 7月には、南越谷駅の所に「南越谷

阿波踊り」のモニュメントが出来、除幕式が行われまし

た。台座の上に親子 3人が立ち、父親が笛を吹き、母

親が編み笠をかぶり子供に阿波踊りを教えている像で

す。中内社長の「南越谷阿波踊りを越谷が誇る文化にし

たい。」と言う思いは地域の人によりしっかり引き継がれ

ています。 

最後に私は人との出会いが、その人の人生を大きく変

えてしまうことがあるんだと言うことを体験させて頂きまし

た。中内社長に出会い、金融機関を退職しましたが、社

長と一緒に仕事をする事が出来、沢山の事を学ばせて

頂きました。 

 

今後とも、社長との出会いを私の心の中で大切にして

いきたいと思っています。 

 

 

スマイル報告
・越谷北ロータリークラブの皆様 1 年間よろしくお願い致

します。一緒に楽しみましょう! 

RI2770地区 第 8G ガバナー補佐 会田 皓章 様 

・越谷北RCの皆様、一年間会田ガバナー補佐と共に第

8 グループの為頑張ります。皆様どうぞよろしくお願い

します。 

同 ガバナー補佐幹事 北林 隆一 様 

・国際ロータリー第 2770 地区第 8 グループガバナー補

佐会田皓章様、同ガバナー補佐幹事北林隆一様、本

日ご来訪ありがとうございます。 

市川 洋和 

・お客様ようこそ! 

酒井 新樹 

・私事ですが R8 年 7 月 6 日に第 2 子が誕生致しまし

た。男の子と言われていましたが、まさかの女の子で

夫婦ともに歓喜に満ちております。今後ともよろしくお

願い致します。 

山﨑 梢文 

・お客様ようこそ。会田ガバナー補佐、北林ガバナー補

佐幹事ようこそ。本日もよろしくお願いします。 

山﨑 梢文 

・市川会長、会長卓話ありがとうございました。どこかで

僕をみていますか? 

新沼 徹 
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・会田ガバナー補佐、北林ガバナー補佐幹事ようこそ。

一年間何卒宜しくお願い致します。精一杯応援させ

て頂きます。 

大熊 正行 

・みんなの願い事が叶いますように! 

平 涼子 

・山﨑会員、第 2子誕生おめでとうございます。 

大島 直幸 

・会田ガバナー補佐、北林補佐幹事様ようこそ。本日ご

指導よろしくお願いします。 

大濱 裕広 

・鈴木さん卓話楽しみです。 

大濱 裕広 

・本日も宜しくお願い致します。 

伊藤 純 

・第一例会、出れず申し訳ありません。 

小林 光則 

・会田ガバナー補佐、北林ガバナー補佐幹事、1 年間よ

ろしくお願い致します。 

鈴木 英男 

・本日も宜しくお願い致します。 

加地 昭俊 

・本日も宜しくお願い致します。 

佐藤 要 

・よろしくお願いします。 

杉本 充宏 

・本日も宜しくお願い致します。 

奈良部 達也 

・本日も、よろしくお願いいたします。 

石井 秀治 

・会田 G補佐、北林 G補佐幹事ようこそおいでいただき

ました。 

新沼 徹 

・お客様ようこそ。 

須賀 篤史 

・ガバナー補佐会田様、ガバナー補佐幹事北林様、本

日は宜しくお願いします。 

杉本 達司 

・お客様ようこそ 

髙橋 忠克 

・ガバナー補佐会田様、ガバナー補佐幹事北林様ようこ

そいらっしゃいませ 

松﨑 義一 

・会田ガバナー補佐、北林補佐幹事宜しくお願いします。 

関森 初義 

・ガバナー補佐会田様、補佐幹事北林様、本日宜しくお

願いします。 

松井 昭夫 

・会田ガバナー補佐ようこそ! 

太田 靖彦 

・会田ガバナー補佐、北林ガバナー補佐幹事ようこそ! 1

年間ご指導よろしくお願いします。 

近藤 慎悟 

・お客様ようこそ。 

今井 英治 

・本日もよろしくお願いします。 

三上 圭介 

・会田 G補佐、北林 G補佐幹事ようこそ! 

小池 和義 

・世界平和のために 

渡辺 裕介 

 

出席報告 

会員数          48名 

出席者          43名 

出席率          91.5 % 

 

 

七夕ということで、笹の葉に短冊を飾りました。 


